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はじめに
近年，音楽活動を取り入れる高齢者入所施設が増
えてきている。その理由としては，高齢者を対象に
した音楽療法の研究や実践が進んできたことや，実
際の現場の経験から音楽活動導入に対して前向きな
姿勢を持つ施設が増えてきたことなどが挙げられる。
高齢者への音楽活用については，専門的な研究や実
践例も数を増しており，特に音楽療法領域を中心と
しては盛んになってきている。アメリカの音楽療法
研究家であるアリシア・アン・クレアは，高齢者に
音楽を活用することは，（1）身体的・情緒的刺激を
与える（2）社会的統合を促す（3）コミュニケーショ
ンを促す（4）感情表現を可能にする（5）連想を引
き出す（6）無気力・不快感・日課からの気分転換
をもたらす，といった6つの点において有効であ
ると述べている（クレア 2000）。日本においても，
貫は音楽療法を適用できる7種の対象の中の1つ
に高齢者を挙げ，高齢者の健康維持と活性化，痴呆
症の進行防止と改善，QOLの向上への効果につい
て述べている（貫 1996）。その他にも，高齢者の
現場における音楽療法士の実践やホスピスや緩和ケ
アについての実践研究（加藤・新倉・奥 2000），
音楽を使って回想をおこなう音楽回想法についての
研究（師井 2006）などがある。さらに，首都圏に
おいては，平成20年10月より，エルパ・ミュージッ
クアクティビティ社が老人施設を対象にした音楽療
法士の派遣を開始した（1）。また，（財）ヤマハ音楽
研究所では，鍵盤楽器を使った高齢者の音楽プログ
ラムの研究を実施し，音楽学習活動が，高齢者の
QOL（QualityOfLife）の向上・改善に関与しうる
という結論に達している（渡辺 2000）。
このような研究・出版物の影響や音楽療法士派遣
事業の開始は，高齢者入所施設における音楽活用へ
の期待を高めていることが予想されるが，実際の高
齢者施設では，必ずしも治療としての音楽療法的な
効果を意図して音楽を活用しているとは限らない。
楽しむための音楽導入や，趣味としてのカラオケ活
動など，日常の風景の中に音楽を取り入れることの
中から何らかの効果を期待しようとするケースも多
く見られる。
では，実際の高齢者入所施設においては，どのよ
うに音楽が取り入れられ，活用されているのだろう
か。その現状を知るには，音楽療法に限らない幅広
い音楽全般に関連した活動の調査を行うことが必要
となってくるであろう。そこで本研究では，全国で
も高齢化の進んでいる都道府県のひとつであり，老
人保健施設の定員数が全国的に見ても上位に位置し
ている富山県の高齢者入所施設に焦点を当てて，音
楽に関連した活動のアンケート調査を行ってデーター
を収集し，また実際に施設を訪問してその実態を調
査することとした。富山県の養護老人ホーム，特別
養護老人ホーム，軽費老人ホーム（Ａ型），軽費老
人ホーム（ケアハウス），有料老人ホーム，介護老
人保健施設を併せて，計145ヶ所を対象とし，音楽
療法的な取り組みだけでなく，音楽を取り入れた何
らかの音楽活動の有無や，導入のきっかけ，活動内
容についてのアンケート調査を行った。音楽活動内
容としては，音楽療法としての活動プログラムだけ
でなく，療法的な音楽の活用や，音楽活動全体，ボ
ランティアによる訪問活動，さらにカラオケや館内
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BGM等にまで範囲を広げ，それら様々な活動につ
いての自由な報告と意見を求めた。そして，アンケー
ト回答から，積極的に音楽活動を行っている様子が
覗えた施設に直接足を運び，その活動を調査した。
本研究のねらいは，富山県内の高齢者入所施設で
行われている活動の現状を明らかにすることである
ので，音楽活動を療法的な視点から事前・事後の効
果によって評価したり，既存の音楽活動プログラム
や理論と比較するのではなく，富山県における音楽
活動の現状を把握するということを主眼とするよう
努めた。これによって，日本の一地域である富山県
における高齢者入所者施設の実際の風景が浮び上が
り，音楽活動の現状が明らかになったと考える。
Ⅰ．富山県の高齢者入所施設の数と種類
１.富山県における高齢者人口比率
富山県は本州の中央北部に位置する，面積は
4247.55平方キロメートルの都道府県である。
日本では，平成6年に65歳以上の人口が総人口
の14％を超え，高齢社会を迎えたが，富山県は全
国平均より一足早い平成元年に14％を上回り，平
成17年度の国勢調査では，総人口1,111,729人の内，
65歳以上の高齢者は258,317人という結果が出た。
これは富山県の総人口の23.2％にあたり，同年の全
国総人口からみた高齢者のパーセンテージである
20.1パーセントを3.1％上回った。
表1を見ると，富山県の高齢者比率は，今後も
全国平均値を上回る数値になると予想されている。
このことから，富山県は全国的に見ても，高齢化の
進んだ都道府県のひとつであることがわかる。
２.富山県における高齢者入所施設
日本の老人福祉法による高齢者入所施設は，主に
養護老人ホーム，特別養護老人ホーム，軽費老人ホー
ム（Ａ型，Ｂ型，ケアハウス）の3体系によって構
成されている。その他にも，介護保険制度の施設サー
ビスとして家庭復帰のためのリハビリテーションを
目的とする介護老人保健施設（老人保健施設），個
人が契約しその全額を自己負担する有料老人ホーム・
シルバーハウジングなどが挙げられる。
また，主な利用施設としては，老人デイサービス
センター，生活支援ハウス，老人福祉センター，老
人憩いの家，老人休養ホームなどがあり，それぞれ
の要件を満たした者が入所，または利用している。
全体の構成を図1に示す。
主な高齢者入所施設の入所用件と富山県の施設数，
施設定員を表2にまとめた。特別養護老人ホーム，
軽費老人ホーム（Ａ型とケアハウス）については平
成18年度6月の資料，介護老人保健施設は平成19
年4月の資料，有料老人ホームは平成20年3月の
資料をそれぞれ参考にした。軽費老人ホーム（Ｂ型）
の施設数と施設定員，有料老人ホームにおける施設
定員については，資料が見当たらなかったので空欄
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表１ 高齢者人口・高齢化率の推移
富 山 県 全 国
総人口
（人）
65歳以上
人口（人）
比率
総人口
（人）
65歳以上
人口（人）
比率
平成元年 1,122,229 162,374 14.5% 123,255 14,309 11.6%
2 1,120,161 168,946 15.1% 123,611 14,895 12.0%
3 1,121,284 175,434 15.6% 124,043 15,582 12.6%
4 1,121,228 181,993 16.2% 124,452 16,242 13.1%
5 1,122,302 188,407 16.8% 124,764 16,900 13.5%
6 1,123,956 195,266 17.4% 125,034 17,585 14.1%
7 1,123,125 201,320 17.9% 125,570 18,261 14.5%
8 1,125,130 208,640 18.5% 125,864 19,017 15.1%
9 1,126,192 215,087 19.1% 126,166 19,758 15.7%
10 1,126,336 222,238 19.7% 126,486 20,508 16.2%
11 1,125,177 227,761 20.2% 126,686 21,186 16.7%
12 1,120,851 232,733 20.8% 126,926 22,005 17.3%
13 1,120,320 240,161 21.4% 127,291 22,869 18.0%
14 1,118,518 245,809 22.0% 127,435 23,628 18.5%
15 1,116,926 249,825 22.4% 127,619 24,311 19.0%
16 1,116,306 253,240 22.7% 127,687 24,876 19.5%
17 1,111,729 258,317 23.2% 127,768 25,672 20.1%
18 1,109,205 264,279 23.8% 127,770 26,604 20.8%
22 1,097,000 279,000 25.5% 127,473 28,735 22.5%
27 1,070,000 316,000 29.5% 126,266 32,772 26.0%
32 1,035,000 324,000 31.3% 124,107 34,559 27.8%
37 994,000 317,000 31.9% 121,136 34,726 28.7%
42 950,000 308,000 32.4% 117,580 34,770 29.6%
1．平成2，7，12，17年は国勢調査による。
2．平成22年以降の数値は，国立社会保障・人口問題研究所「都道
府県の将来推計人口（平成14年3月推計）による。
3．上記以外の全国は，総務省統計局推計による。
4．上記以外の富山県は，富山県人口統計調査による。
（富山県ホームページより）
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となっている。
人口の高齢化が進むと同時に，富山県内の高齢者
福祉施設の数も増加した。富山県における老人ホー
ムの施設数の推移を見ると，養護老人ホームと軽費
老人ホーム（Ｂ型）の施設数には差がないものの，平
成元年には22ヶ所であった特別養護老人ホームは，
平成18年には66ヶ所に増加した。また，富山県内
では平成２年から設置された軽費老人ホーム（ケア
ハウス）は，平成18年には22ヶ所に，平成12年から
建設された有料老人ホームは，平成20年には11ヶ
所になった。（富山県厚生部高齢福祉課，高齢者福
祉対策関係資料平成19年度版より，平成16年度福
祉行政報告例による老人ホームの施設数・定員・入
所者の移行，老人ホーム一覧，有料老人ホーム一覧）
施設定員は必ずしも入所者数とイコールではない。
しかし，人口の高齢化や施設の増加に伴い，入所施
設で暮らす高齢者の数も増加傾向にあると考えて良
いだろう。
Ⅱ.アンケート調査の実施
高齢者入所施設における音楽活動導入についてア
ンケート調査を行った。今回の調査では，老人福祉
施設の種類の表を参考にし，富山県内の養護老人ホー
ム，特別養護老人ホーム，軽費老人ホーム（Ａ型），
軽費老人ホーム（ケアハウス），有料老人ホーム，
介護老人保健施設を対象とした。富山県のホームペー
ジで公開されている，社会福祉施設等名簿から，計
145ヶ所に郵送による調査を行った。
平成20年5月にアンケートを郵送し，6月末ま
でに96ヵ所からの返答を得ることができた。回答
率は66％であった。
１.音楽活動の有無
何かしらの音楽活動をしているかという質問に対
し，70ヶ所が「はい」，25ヶ所が「いいえ」，無回
答が1ヶ所であった。「いいえ」や，無回答のもの
も，他の解答欄においては，実践活動を報告する記
述があり，実際には何かしらの音楽活動を行ってい
る施設が6か所ほど見られ，これらを含めた結果
を表3に示した。
回答を得たうちの79％が，何かしらの音楽活動
を行っているということがわかる。この結果は，多
くの富山県内の高齢者入所施設が，何かしらの音楽
活動を導入しているということを示している。また，
していないと回答した内の4ヶ所が今後導入の可能
性もあるとし，「きっかけがあればフロアでの音楽
療法の導入を検討したい」「今後，和太鼓や打楽器
を活用したリハビリの取り組みを検討している」な
どの前向きな意見が見られた。
２.音楽活動の内容
各施設においてどのような音楽活動を行っている
のか，またどのように音楽を導入しているのか，回
答から見られる内容は様々であった。それらの回答
を大きくまとめて，（1）館内 BGM（2）音楽鑑賞
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表２ 高齢者入所施設の入所用件と，富山県内の施設数，入所定員
入所施設の種類 入所要件 施設数 施設定員
養護老人ホーム
原則として65歳以上の者で，環境上の理由及び経済的な理由により居宅で生活す
ることが困難な者
４ 400
特別養護老人ホーム
原則として65歳以上の者で，身体上又は精神上著しい障害があるため常時介護を
必要とし，居宅でこれを受けることが困難な者
66 5110
軽費老人ホーム
（Ａ型）
原則として60歳以上の者で，身寄りがないか，又は家庭の事情等により家族との
同居が困難な者で基本利用料の２倍程度以下の収入である者
２ 150
軽費老人ホーム
（ケアハウス）
原則として60歳以上の者で，身寄りがないか，又は家庭の事情等により家族との
同居が困難な者で基本利用料の２倍程度以下の収入である者
22 1254
軽費老人ホーム
（Ｂ型）
原則として60歳以上の者で，家庭環境，住宅事情等の理由により居宅で生活困難
な者
＿ ＿
有料老人ホーム
上記老人ホームの入所用件に該当しない者や公的扶助のある施設にはいることを望
まない者
11 ＿
介護老人保健施設
病状が安定期にあり，看護，医学的管理の下における介護，機能訓練等の必要な医
療を要する要介護者
43 4055
表3
音楽活動 施設数 割合
している 76ヶ所 79％
していない 20ヶ所 21％
今後可能性がある 4ヶ所 いいえの内 20％
（3）歌唱活動（4）楽器演奏（5）音楽＋運動（6）音
楽療法・音楽療法的活動（7）音楽＋コミュニケー
ションの 7つに活動に分類した。その活動の詳し
い内容は，以下の通りである。
（1）館内BGM
季節に合った音楽を流す，喫茶・ゲーム・絵を描
く時の雰囲気作り，場面転換を知らせるための合図
として用いる等，各施設BGMの活用に工夫が見ら
れた。季節にあったBGMについては，施設内でも
音楽から季節を感じてほしいという職員の願いもこ
められているようだ。
（2）音楽鑑賞
ボランティアによる演奏の鑑賞が多かった。その
演奏形態は様々で，ブラスバンド，スズ，鳴子，ア
コーディオン，三味線，キーボード，ハーモニカ，
ギター，琴，フルートなどの楽器演奏から，コーラ
スグループによる合唱，外部の歌い手によるカラオ
ケショーまで，多種多様だ。中には，職員によるピ
アノやエレクトーンの鑑賞会を行っているとの回答
もあったが，事例は多くはない。生の演奏でなくて
も，CDやビデオ鑑賞など，いつでも簡単にできる
音楽鑑賞を取り入れている施設もあった。聴く音楽
としては，クラシックもあったが，高齢者世代が良
く知っている懐かしい曲目や，演歌（美空ひばりな
ど）が多く挙げられていた。高齢者が若い頃から親
しんできた音楽の人気が高いのは自然なことだ。
（3）歌唱活動
歌唱活動は，最も導入しやすい音楽活動の一つと
いえる。施設からの活動報告も多く，四季の歌，童
謡，唱歌，懐かしいメロディー等を歌っているとの
ことだった。伴奏をつけている場合は，職員のキー
ボード，ボランティアのピアノ，CD，中には外部
講師の三味線等，施設によって多様な形態を持って
いる。伴奏がなくても，入所者と職員が声を合わせ
て歌ったり，生活の一部として日中・入浴時・食事
前などに自然に歌を取り入れている施設もある。設
備のある施設では，カラオケ大会を開催したり，サー
クル活動に取り入れたりと，カラオケの人気が高い。
他にも，毎月の歌を設ける，オリジナル歌集を制作
するなど，施設ぐるみで歌唱活動に取り組んでいる
という報告もあった。イベントでの発表の機会を設
けて，目標を持って取り組む施設も見られた。
（4）楽器演奏
楽器演奏に挙げられた楽器はハンドベル，スズ，
タンバリンなどの打楽器が多く，器楽合奏というよ
りも歌にあわせて音を出すという形で演奏されるこ
とが多い。演奏技術やその手軽さからも打楽器に偏っ
ているのだろう。
（5）音楽＋運動
音楽に合わせての踊りや手遊び，体操，ウォーキ
ングなどを行っている。これはリハビリも兼ねてい
るようだ。
（6）音楽療法的活動
音楽療法の知識を持った職員や音楽療法士による
プログラムを実施している施設もある。以下に具体
的なプログラム例が記入されていた回答を紹介する。
施設ア，イは音楽療法について学んだり興味を持っ
た職員による音楽療法的な実践，施設ウは専門の音
楽療法士による音楽療法プログラムである。
①音楽療法について学んだり興味を持った職員によ
る，音楽療法の要素を取り入れたプログラム
プログラム例
②専門の音楽療法士による音楽療法プログラム
プログラム例
その他，「心癒す音楽回想法を行っています」と
いう回答や，音楽回想法というキーワードとして記
述されていなくとも，音楽によって高齢者の回想を
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施設ア
（1）季節の歌
（2）なじみの曲
（3）合奏or手遊び
（4）なじみの曲
（5）終わりの曲「夕焼け小焼け」
※（1）と（2）の間に季節に関する話題を皆様と話
します。
施設イ（約30分程）
日付確認，最近の相世→発声練習，ドレミのうたに
合わせて体操→今日の歌（*）をうたう→楽器演奏→（時
間があればもう一曲，違う歌をうたう）→軽い体操・
深呼吸
*1.事前に司会者と音楽（音響）係で決めてある）
施設ウ
集合までBGM
導入 「富士の山」歌唱・体操「ドンパン節」でウォー
ミングアップ
展開 季節の曲から次第にテンポの良い曲へと
活性化 楽器を使用し，身体を動かす
クールダウン 穏やかな曲で歌唱・鑑賞
終結 毎回同じ曲を歌唱し，終了
促す活動が見られた。
（7）音楽＋コミュニケーション
季節を感じさせる音楽から会話をしやすい雰囲気
を作り身近な話題（地域・行事・花等）を楽しむ，
音楽鑑賞を会話のきっかけに利用する等，音楽活動
を施設内のコミュニケーション作りに利用している
例が見られた。
３.音楽活動，音楽導入のきっかけ
音楽活動の内容と同様に，導入のきっかけも様々
である。そこで，（1）施設設備（2）社会的関心の
高まり（3）施設職員の関心（4）講師やボランティ
アの訪問（5）音楽を利用した環境作り（6）リハビリ
を目的として（7）人間関係の改善（8）娯楽（9）入
所者の心のケア（10）入所者の要望の10項目に分
類した。
（1）施設・設備
カラオケデッキの購入，有線放送の導入など，施
設内の環境整備がきっかけとなった。
（2）社会的関心の高まり
福祉雑誌や，音楽活動を導入した周囲の施設から
の影響によるもの。「音楽療法士協会，発足に伴い，
音楽療法を導入した」「音楽療法の可能性を信じて」
など，『音楽療法』という言葉の浸透や概念も，導
入のきっかけに強く影響していると思われる。
（3）施設職員の関心
施設職員の音楽への関心の高さが，音楽活動導入
のきっかけになったという回答が特に多かった。音
楽好きの職員による熱心な働きかけや，職員が音楽
療法の研修に参加したから音楽療法士の出張を依頼
するに至ったとの回答もあった。また，音楽療法に
ついて専門学校で学んできた職員がいたからとの回
答もあり，専門学校における音楽療法分野のカリキュ
ラムの設置が現場に根を下ろし始めたともいえる意
見も見られた。音楽活動を持続する上でも，施設職
員の関心の高さは非常に重要であり，現場での実践
を支えているといえる。
（4）講師やボランティアの訪問
音楽療法士，外部講師，ボランティアなどの働き
かけ，もしくは，音楽療法士の研修を受けたボラン
ティアの訪問がきっかけとなった。
（5）音楽を利用した環境作り
音楽を流すことで楽しく快適な生活環境を演出す
る，曲目を選ぶことにより日課を整えて季節感を出
す等々，音楽を利用したより良い環境作りを考えて
いる。もしくはQOLの向上のために音楽を導入し
ようとしている。入所者の生活を豊かなものにする
ために，音楽が有効であるという意識が浸透してい
る様子がうかがえる。
（6）リハビリを目的として
介護予防のため，身体能力の維持のため，認知症
の予防対策など，高齢者のリハビリのひとつとして
体操や歌唱活動などを導入した。体操は勿論のこと，
歌唱活動も明確な言語発音のリハビリになるようだ。
ADL（日常生活動作）の維持や向上のために音楽を
活用しようという意識も高い。
（7）人間関係の改善
音楽活動を通した人間関係の改善や，コミュニケー
ションの機会の増加をねらっているという回答。こ
の回答における人間関係とは，入所者同士だけでな
く，入所者と施設職員との関係も含まれる。
（8）娯楽
純粋に音楽活動を通して楽しんでもらうために，
クラブ活動や行事の一環として音楽活動を取り入れ
たという回答もあった。音楽を通して入所者に楽し
みを与えたいという，施設側の工夫が垣間見える。
（9）入所者の心のケア
音楽によって入所者の気持ちが落ち着くのではな
いかという期待も見られた。住居スペースへの閉じ
こもり防止にも役立つのだという。
（10）入所者の要望
入所者の要望や自主的な活動から，施設全体への
音楽導入に至るケース。入所者が自発的に音楽サー
クルを立ち上げ，活動している例もある。普段から
歌を口ずさむ利用者が多いが，お互い難聴であった
りして輪が広がりにくいことから，施設の活動の一
つとして音楽活動を導入したとの回答もあった。
４.高齢者入所施設の種類別に見る音楽活動の傾向
今回のアンケートでは，養護老人ホーム，特別養
護老人ホーム，軽費老人ホーム（Ａ型），軽費老人
ホーム（ケアハウス），有料老人ホーム，介護老人
保健施設の6種類の高齢者入所施設を調査したが，
入所者の入所用件や事業の概要は，それぞれの施設
で大きく異なり，入所者の健康状態にも差が見られ
る。例えば，ケアハウスでは，高齢者入所施設といっ
ても自立した生活が行えるように工夫されており，
入所者もそれが可能な程度の健康状態であるが，特
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別養護老人ホームでは常時介護を必要とする高齢者
が入所している。このような入所者の健康状態の差
は，音楽活動の内容や目的にも大きく影響している
と考えられるので，アンケートの回答に見られた音
楽活動の傾向を，それぞれの施設別に大きくまとめ
てみることとした。
（1）養護老人ホーム
カラオケや介護予防のための体操，音楽関連のク
ラブ活動など。養護老人ホームは，環境上の理由及
び経済的な理由により生活が困難になった高齢者が
入所しているので，比較的自立した音楽活動を楽し
んでいると考えられる。
（2）特別養護老人ホーム
特別養護老人ホームでは，身体的又は精神上著し
い傷害があり，常時介護を必要として高齢者が入所
している。BGM，カラオケや歌唱活動，音楽鑑賞
など，音楽活動の内容としては他の種類の施設とさ
ほど差は見られないものの，アンケート回答には認
知症予防や改善，発語や発生の促し，精神の安定，
QOLの向上やADLの維持など，具体的な目的や
導入のきっかけが記入されることが多く，明確な目
的を持った音楽活動が実践されているようだ。音楽
療法の実施例や，その成果に期待している様子が覗
える回答も多い傾向がある。
（3）軽費老人ホーム
軽費老人ホーム（Ａ型）における音楽活動には，
入所者の自由な意思で参加できる音楽関連のクラブ
活動が挙げられていた。ボランティアによる音楽活
動との回答もあったが，3ヶ月に一度と，実践頻度
は少ない。軽費老人ホーム（Ａ型）では，経済的な
理由や，身寄りがない，又は家族との同居が難しい
状態にある高齢者が入所しているため，心身への影
響を期待すると言うよりも，気分転換のひとつとし
て取り入れているようだ。音楽療法実践や導入の期
待等の記述は，今回のアンケートの回答からは見る
ことが出来なかった。
（4）軽費老人ホーム（ケアハウス）
音楽療法と言う言葉も見られたが，その治療が目
的というよりも，音楽の癒し効果を期待しての回答
であるようだ。クラブ活動など，自主的な活動が多
く見られ，フロアや娯楽室などに集まって，歌唱活
動，楽器演奏などの音楽を楽しんでいるようだ。
（5）有料老人ホーム
QOLの向上やADLの維持，向上など。軽費老
人ホーム（Ａ型・ケアハウス）と同様で，音楽療法
の実施や需要などは，回答に現れていなかった。入
居者同士の交流や娯楽の一環として，歌唱活動や音
楽鑑賞が取り入れられているようだ。
（6）老人保健施設
老人保健施設の入所対象者は病状が安定期にあり，
入院治療をする必要はないが，リハビリテーション
や介護，看護を必要とする要介護者である。そのた
め，老人保健施設では音楽を利用したリハビリの報
告や，専門の音楽療法士によるセッション，施設職
員やボランティアグループによる音楽療法的プログ
ラムを実施しているとの報告があった。中には音楽
療法士の採用を検討しているとの回答もあり，積極
的に音楽療法を導入しようとしている傾向が見られ
る。認知症や失語症，徘徊などの問題行動に向き合
う中で，施設職員の音楽活動に対する期待は大きい
のだろう。
５.アンケートのコメント紹介
ここでは現場の様子が覗えるコメントをいくつか
整理して紹介する。
（1）日常生活の中で，音楽を自然に活用している
回答
「外へ出てまわりの景色や季節を感じたり，ビ
デオやカラオケ，入浴の場面など，歌をうたうきっ
かけは日常にあふれている。当施設では家庭的な
雰囲気を大切にしたいと思い，BGMは流してい
ない」
「職員も知らない歌を利用者から教わり，一緒
に唄って一緒に楽しんでいます。利用者の皆さん
の意欲を引き出す手段となっています。」
「変化の少ない施設生活の中で，利用者の楽し
みのひとつとして，喜んでもらえていると思いま
す。」
「音楽療法という意識はないが，音楽を利用し
たリハビリなど，生活の一部という感じである。」
（2）音楽を楽しんでいる様子が覗える回答
「何よりも利用者の笑顔を引き出すこが出来る」
「活動の時だけでもいい笑顔が見られる。」
「カラオケは毎週行っています。利用者の方が
自主的にしておられます。」
（3）具体的な効果がみられた報告
「表情が明るくなった」
「音楽活動導入によって問題行動の減少」
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「入所時は言葉がはっきり聞き取れなかった方
も，歌唱活動を通して明確になってきた」「失語
症の人で，会話を聞き取ることは困難だが，（単
語が不明瞭）うたを歌われると，単語がはっきり
する。笑顔も違う。」
「認知症で無口な方が，昔の曲を聞き，１曲全
部歌われたことがあった」「大声を出す等の問題
行動が少なくなった方がいた」
「活動中，徘徊の多い方がイスに座っておられ
たり，帰宅願望の強い方が音楽に集中して楽しく
過ごされています。また，翌日以降でも，穏やか
な気持ちで歌を口ずさんでおられることもあり，
音楽は心に安らぎを与えてくれることを感じてい
ます」
「あまり話をされない利用者が（カラオケの）マ
イクを持つと，大きい声で歌い出された」
（4）現実問題が覗える回答
「CD鑑賞等しかできない状況で，カラオケも
あるが出来る入所（者）も少なくなってきている。
音楽療法での効果があるのならば取り入れたいと
思うが，難しいのが現状」
「音楽療法士等の専門職の介入があればと思う
が，金銭的な問題もあり導入を検討している。」
他にも，「認知症ケアにとても役立つと思ってい
る。今後もむしろ取り入れて，2週間に1度はやり
たい。音楽療法士はいないが，職員が力をあわせて
利用者と楽しめたらいいと思っている」「（音楽活動
については）目標を立て計画的に実施していく必要
があると思っています」等，前向きな回答も多かっ
た。アンケート回答については，その全文を資料と
して添付した。
６.アンケートのまとめ
今回のアンケート調査では，多くのの高齢者入所
施設から音楽活動に対する前向きな意見をいただき，
あらためてその期待の高さを知ることができた。同
時に，富山県の高齢者入所施設の現場における音楽
活動の現状の一面を垣間見ることが出来た。
今回のアンケート調査から得られた報告をまとめ
ると，主な音楽活動の内容は，館内BGM，音楽鑑
賞，歌唱活動，楽器演奏，音楽＋運動，音楽療法・
音楽療法的活動，音楽＋コミュニケーション等で，
主な音楽活動導入のきっかけには，施設設備，社会
的関心の高まり，施設職員の関心，講師やボランティ
アの訪問，音楽を利用した環境作り，リハビリを目
的として，人間関係の改善，入所者の心のケア，入
所者の要望等が挙げられた。また，入所施設の種類
によって音楽活動の内容や活動目的に違いが見られ
ることをまとめた。実際の現場では，専門の音楽療
法士や，ボランティア，音楽が得意な職員がそれぞ
れの施設で活躍しており，一方で，環境が整ってい
なくても，可能な範囲で音楽を取り入れようと工夫
している施設の多いこともわかった。
全体の印象として回答中，「音楽療法」という言
葉が頻繁に見られたが，専門の音楽療法士が定期的
に活動を行っていると回答した施設は12施設しか
ない。音楽療法士については頻度や回数，雇用形式
などは不明であるので，この数値は決して正確なも
のとは言えないものの，その期待の高まりを考える
と，少ない数字であると感じた。興味があっても音
楽療法士がおらず，出張も依頼できない施設では，
施設職員や音楽療法士から研修を受けたボランティ
アが，音楽療法的な考えを取り入れたプログラムを
実践しているようだ。
しかし，音楽療法を明確な治療目的を持った療法
としてではなく，漠然とした魔法のような癒しとし
て捉えていると思われる回答もあり，音楽療法の普
及はまだまだこれからであると感じた。高齢者入所
施設における今後のよりよい音楽活動のためにも，
周囲からの音楽的なサポートは非常に重要であると
考えられる。
Ⅲ.施設見学の実施
アンケート回答から，積極的に音楽を取り入れて
いる様子が伺えた高齢者入所施設に見学を申し入れ
たところ，5ヶ所から許可を得ることができた。こ
の5ヶ所は，ケアハウスが2施設，老人保健施設が
1施設，養護老人ホームが1施設，特別養護老人ホー
ムが1施設で，いずれも富山県内にある高齢者入
所施設である。
それぞれの施設をケアハウスＡ，ケアハウスＢ，
老人保健施設Ｃ，養護老人ホームＤ，特別養護老人
ホームＥとして紹介する。ケアハウスＡは平成20
年9月16日，老人保健施設Ｃは平成20年10月14日，
養護老人ホームＤは平成20年7月30日に，特別養護
老人ホームＥは平成21年1月28日にそれぞれ1回，
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見学を実施した。ケアハウスＢは平成20年9月25
日と11月13日の2回，見学を実施した。
１.ケアハウスA
見学日：平成20年9月16日
このケアハウスAでは週に約5日，施設ロビーに
てピアノ演奏を行っている。施設の掲示板には，
「流し演奏を行います（30分程度）ご自由におこし
下さい」との張り紙があり，参加者は演奏の時間が
近づくと，自然に集まり始める。
施設職員と早めに集まった参加者が，演奏開始直
前にピアノの前に椅子を並べて，鑑賞席を設ける。
また，椅子の斜め前に置かれるホワイトボードには，
その日の曲目が，見ややすく大きな文字で書き出さ
れていた。
見学日に演奏された曲目は，『赤とんぼ』『小さい
秋』『長崎の鐘』『新世界』『ムーンリヴァ－』『アシ
タカとサン』等，計12曲で，曲目からもわかる通
り，童謡，歌謡，クラシック，ジャズなど幅広いジャ
ンルが取り入れられていた。
演奏時間は約30分間で，演奏が始まると，入所
者の中の代表一人が棒を持って，演奏される曲目を
読み上げ，ホワイトボードに書かれたプログラムを
指すが，時々，「季節にぴったりですね」などのコ
メントが入る。参加者は，小さな声で歌を口ずさみ，
身体でテンポを取りながら穏やかに演奏に聴き入っ
ていた。ケアハウスAでは，ピアノ演奏を鑑賞する
ことに重点を置いているようで，参加者も大きな声
で歌うのではなく，ピアノ演奏の邪魔にならない程
度の小声で歌っているのだと参加者は話していた。
これはおそらく，参加者によって決められたルール
であろう。
参加者は，事前に申し込み等は必要なく，強制で
もなく，演奏に興味のある入所者が自主的に集まる
ようになっているそうだが，施設職員や参加者によ
ると，大体の参加メンバーは固定しているのだそう
だ。見学日には，最大で15人の入所者が集まって
いた。しかし，ピアノ演奏が行われるロビーは開か
れた空間であるので，途中で退散する入所者もいれ
ば，前に座らなくとも，遠くから演奏に耳を傾ける
入所者もいるように思えた。実際，通りがかりに階
段の上から演奏に興味を示している入所者の姿も見
られた。
２.ケアハウスB
ケアハウスBでは，2度にわたって見学を実施し
た。この施設では，参加者が自主的に歌唱サークル
を立ち上げ，月に2回程度活動している。
（1）見学日：平成20年9月25日
見学日の参加者は6名で，外部講師と施設職員
（主に外部講師）が中心となって進行・伴奏を勤め
る。始めの1曲は，固定されていて『すみれの花
咲く頃』をCDに合わせて唄う。その次に，『里の秋』
『荒城の月』『宵待ち草』『ローレライ』『上海帰りの
リル』『あざみのうた』『さくら貝のうた』『山のけ
むり』『白い花の咲く頃』『ふるさと』と，沢山の曲
目を楽しんだ。伴奏は，CD，アコーディオン，ギ
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写真１ ケアハウスＡ
ターなどを曲に合わせて多彩に使用した。
ホワイトボードに大きな歌詞カードを貼ったり，
独自に資料を用意した曲もあるが，参加者は各自
『愛唱名歌』（のばら社1998）を持っており，掲載
されている曲を歌う時は，この歌集を開いている。
途中，曲目の作曲者や歌手，時代背景などを話し合
い，同じ作曲者の作品を続けて採用するなど，プロ
グラムにも工夫が見られた。参加者が自由に歌唱活
動を楽しんでいる様子が覗えた。
（2）見学日：平成20年11月13日
この日の活動は参加者6名と外部講師1名の，
計7名で行われた。最初，身体や健康のことにつ
いての自然な会話があり，「さあ，（体調の悪さは）
忘れて歌わんまいけ」という外部講師の明るい呼び
かけのもと，開始 1曲目として決められている
『すみれの花咲く頃』をCDに合わせて歌った。こ
の日のプログラムは，『たき火』『村のかじや』『も
みじ』など，秋を連想させる曲目で，外部講師のバ
ンドネオンの伴奏で歌われた。それぞれの曲目の後
には，参加者の楽曲に対するコメントが入り，『た
き火』では歌詞から秋の情景を思い浮かべる様子が
見られた。『もみじ』では，富山県内のもみじの名
所についての話題が出た。
その他にも，『旅愁』『庭の千草』と，ドイツ歌曲
を2曲，『島原の子守唄』『ブンガワンソロ』『リン
ゴ村から』『リンゴの歌』『山中節』と，合計11曲
を取り上げ，伴奏楽器もバンドネオンの他に二胡が
使われるなど，充実した内容の活動が行われていた。
（3）老人保健施設Ｃ
見学日 平成20年10月14日
老人保健施設Cでは，専門の音楽療法士はいない
ものの，施設職員が力を合わせて音楽療法的なプロ
グラムを実施している。
見学日に行われた活動は職員と入所者の自然な会
話から開始された。まず最初に入居者に日付を確認
し，最近の世相や，今後の保健施設Ｃにおける行事
の予定を話した。その後，季節の話をしながら，
『里の秋』『もみじ』を入居者，職員全員で合唱した。
伴奏は無いが，ホワイトボードには大きな歌詞カー
ドがあり，ゆっくりと歌詞をかみ締めるように歌う。
『もみじ』に関しては，入居者と職員をグループに
分けて輪唱にしてみたり，楽器（トーンチャイム）
を利用するなどの展開があった。トーンチャイムに
は，コードごとに赤，青，緑の印がついていて，歌
詞カードの印の色を見れば，いつ叩けばいいのかが
わかるようになっている。楽譜の読めない者でも，
すぐに演奏が楽しめ，演奏が可能な入居者は，「赤，
青，緑」と，タイミングを合わせてトーンチャイム
を演奏し，楽器を持っていない入所者も，トーンチャ
イムの音色で盛り上がった『もみじ』の歌を楽しん
でいた。
その後は，数日後に予定されている運動会の応援
合戦の掛け声と手拍子の練習が行われ，さらに『籠
の鳥』に手拍子をつけて歌った後，『星影のワルツ』
を歌ってプログラムは終了した。この施設における
活動では，最後の1曲に『星影のワルツ』を歌う
ことが多いようだ。
見学時の参加人数は最初19名であったが，歌声
に誘われて途中参加する入所者もいた。この施設で
は，参加者の多くが車椅子に座っていたが，トーン
チャイム演奏時には，楽器を持っていない入所者も
楽器を持っているかのように手を振ったり，活発な
反応が見られた。『星影のワルツ』では，曲の内容
から過去を思い出したのか，「別れは寂しい」と発
言し，涙する入所者もいた。また，活動には参加し
ていなかったが近くにいた入所者が，プログラムの
中で使用した曲を一人で口ずさむ様子も見られた。
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写真２ 老人保健施設Ｃ
活動中の元気な歌声は，活動に参加していないフロ
ア全体の入所者の耳にも届いているのだろう。
（4）養護老人ホームＤ
見学日：平成20年7月30日
この日，養護老人ホームＤでは，午前11時から，
プロのフルート奏者，荒川洋氏によるコンサートが
行われた。この演奏会はAIG地域支援コンサート
として，AIG株式会社の協力のもと開催された。
のこの養護老人ホームＤは，児童養護施設も併設し
ているので，コンサートが行われる会場には，子ど
もから高齢者まで，幅広い年齢層が集まった。
プログラムは，C.P.E.バッハの『ハンブルガ－
ソナタ』，P.A.ジョナンの『ベニスの謝肉祭』，ビ
ゼーのアルルの女より『メヌエット』，Cシャーミー
ドの『コンチェルティーノ』，久石譲の『宮崎アニ
メメドレー』で，最後にはフルート奏者自身が作曲
した富山県砺波市をモチーフにした曲が演奏された。
コンサートは，ピアノ伴奏者とフルート奏者の明る
いトークや，曲目解説なども交えながら進行され，
フルートの仕組みをわかりやすく解説した後に，数
名の子どもが実際に楽器に触って吹いて体験してみ
る場面も見られた。初めて吹くフルートを相手に四
苦八苦する子ども達の姿は，会場の笑顔を誘った。
また，このコンサート当日が誕生日であった養護老
人ホームＤの入所者のために，歌のプレゼントが贈
られるサプライズもあり，会場は終始和やかな雰囲
気に包まれていた。
最後の砺波市をモチーフにした曲は，事前に譜が
用意されており，施設側も歌う練習をしていたよう
で，フルートとピアノ，参加者全員の歌声でコンサー
トは締めくくられた。
（5）特別養護老人ホームＥ
見学日：平成21年1月28日
特別養護老人ホームＥでは，専門の音楽療法士が
約10年にわたって音楽療法を実践してきた。施設
職員も積極的に音楽療法を取り入れようとしており，
音楽療法士と施設職員，入所者が一体となった活動
を行っている。音楽療法は月に約4回程度のペー
スで対象者を変えて行われており，多くの場合，反
応傾向別によってメンバーを決めているそうだ。こ
の日は，音楽療法士1名と伴奏者，6名の施設職員
が，16名の入所者を対象に約1時間程度のセッショ
ンを行った。セッション中は，やや個人差はあるも
のの，入所者の活発な姿や発言が見られ，専門の音
楽療法士の持つ能力の高さを実感することが出来た。
また，施設職員のサポートも的確で，うつむいてい
る入所者への声かけや，小さな発言でさえも見逃さ
ないよう記録をとるなど，セッションがスムーズに
進行できるよう，目を配っていた。
特別養護老人ホームＥにおけるセッションは，各
入所者の健康状態や精神状態を把握した上で緻密に
構成されており，施設職員を含めた事前・事後の打
ち合わせも欠かさない。セッション中の入所者の発
言や行動の記録も，音楽療法士と施設職員が情報を
共有し合っていた。1度の見学であったが，長い期
間，継続的に音楽療法に取り組んできたことによる
成果は明確であった。音楽療法士も入所者1人1
人の状態をよく把握しており，施設職員の音楽療法
への理解も深い。それゆえに，入所者の心に届くセッ
ションを行うことが可能であるのだろう。音楽療法
士と施設職員，入所者の強い信頼関係があってこそ
の活動であると言える。音楽療法の持つ大きな力や
可能性を強く感じた。
６.施設見学のまとめ
今回の調査では，養護老人ホーム1施設，ケア
ハウス2施設，老人保健施設1施設の計4ヶ所で音
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写真3 養護老人ホームＤ
楽活動の見学を実施した。ケアハウスＡでは職員に
よるピアノ演奏鑑賞会を週に5回程度と頻繁に行
い，ケアハウスＢでは音楽関連（歌唱）のサークル
が月に2度，外部講師と職員の指導のもとたくさ
んの歌を楽しんでいた。また，老人保健施設Ｃでは
施設職員による音楽療法的プログラム，養護老人ホー
ムＤではプロの演奏家による音楽鑑賞会，特別養護
老人ホームＥでは専門の音楽療法士による音楽療法
が行われていた。
今回の施設見学を通してわかったことは，高齢者
入所施設において音楽は入所者に合った形で取り入
れられていたということだ。例えば，使用される曲
目は，高齢者のよく知っているレパートリーがほと
んどで，もしも高齢者にあまり知られていないよう
な曲目でも，短くて聴きやすいものが選ばれる傾向
にある。また，歌唱活動や楽器演奏を行う場合でも，
見やすく書かれた歌詞カードはあるものの，楽譜は
ほとんど使用されない。視力の低下から，楽譜の使
用が難しいということも考えられるが，取り入れら
れる曲目がよく知られた曲ばかりなので，楽譜はあ
まり必要とされていないのかもしれない。それらの
要素は，ある意味では保守的で変化の少ない音楽環
境を作り出しているとも言えるが，高齢者を対象に
した場合では，参加者がすぐに簡単に楽しめること
や，過去を思い出して懐かしい思いにひたれること
の方が重要であると捉えられているようだ。一般的
には，音楽はしばしば学習的な要素を含むことが多
い。しかし，高齢者入所施設においては，参加者が
音楽に合わせるのではなく，音楽を工夫して取り入
れることで参加者に合わせるという，独特の音楽活
動のスタイルを形成しているように思える。
ま と め
今回の研究では，実際の高齢者入所施設へのアン
ケート調査と，施設見学の2つの点から富山県の
高齢者入所施設における音楽活動の現状について調
査し，その考察をまとめた。
アンケート調査から得られた主な音楽活動の内容
は，館内BGM，音楽鑑賞，歌唱活動，楽器演奏，
音楽＋運動，音楽療法・音楽療法的活動，音楽＋コ
ミュニケーション等であり，主な音楽活動導入のきっ
かけは，施設設備，社会的関心の高まり，施設職員
の関心，講師やボランティアの訪問，音楽を利用し
た環境作り，リハビリを目的，人間関係の改善，入
所者の心のケア，入所者の要望等が挙げられた。ま
た，今回の調査で対象とした高齢者入所施設をその
種類に分けてまとめることで，その音楽活動の傾向
についても知ることができた。さらに，実際の施設
現場における音楽活動の見学を実施し，それぞれの
施設がどのように音楽を取り入れ，また楽しんでい
るかについて具体的な様子をまとめた。
アンケート調査と見学の実施から見られた活動は
多彩であったが，全体的にはそれぞれの施設がその
施設の環境に合った音楽活動を取り入れているとい
うことが言える。音楽療法に興味を持ち，専門の音
楽療法士が定期的に活動を行っている施設もあるが，
その期待の高まりを考えると未だ少数であると感じ
た。興味があっても音楽療法士がおらず，出張も依
頼できない施設では，音楽療法士から研修を受けた
施設職員やボランティアが，音楽療法的な考えを取
り入れたプログラムを実践している。また，療法と
して意識していなくても，職員や外部講師，ボラン
ティアなどが音楽活動を行っているケースも多くあっ
た。健康状態が安定している入所者の多い施設では，
入所者による自主的なサークル活動やカラオケ大会
という形で音楽が取り入れられていた。現時点では，
それぞれの施設が出来る範囲で工夫しながら音楽活
動を取り入れているというのが状況であるようだ。
しかし，音楽活動のよりよい発展のためには，今
後，いくつかの現状を改善していく必要もあるので
はないだろうか。特に音楽療法分野においては，音
楽療法士の十分な配置が急がれる。現時点では，音
楽療法士以外のボランティアや職員が音楽療法的な
プログラムを実施しているケースが多いが，本来の
音楽療法は，講習会や本を読んですぐに実践できる
ものではなく，長い研修期間や経験を経た専門家に
よって行われる治療であるはずだ。専門家以外が行
う音楽療法的なプログラムも，大きな価値を持って
いることは理解しているが，長い目で見れば，プロ
グラムがマンネリ化したり，マニュアル化してしま
うこともある。将来的には，専門の音楽療法士が音
楽療法を行っていくことが望ましいだろう。近年日
本において，音楽療法士を養成する音楽大学や音楽
短大は増えてきている。しかし，実際の現場では音
楽療法士は非常勤で採用されるケースが多く，職業
としての安定性は未だ成立しているとは言えないよ
うだ。また，施設側としても，音楽療法士の採用に
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あたっては，金銭的な問題から足踏みしてしまうケー
スもあるだろう。今回の調査からは音楽療法への高
い期待を確認することができたが，現場からの音楽
療法へのニーズを実現させるためにも，社会的な理
解と関心が高まることを期待したい。
また，（財）ヤマハ文化振興会が研究で取り上げ
ているような，高齢者の音楽学習についての研究も，
更なる探求の余地があると感じている。今回のアン
ケートや施設訪問を通して感じたことであるが，有
料老人ホームや軽費老人ホームなどの入所者であれ
ば，音楽学習を行う余地は十分にあるように思う。
現に，今回のアンケート回答にあった，発表の機会
を設けて歌唱活動を行うという報告や，施設訪問を
行ったケアハウスＡでの活動内容は，音楽学習的な
要素を含んでいると言える。近年，国や地方自治体
は生涯学習に積極的に取り組んでおり，高齢者に対
象を絞った高齢者大学（シルバーカレッジ）と呼ば
れる学習施設を設置している地方自治体もある。ま
た，生涯音楽学習に関していえば，平成11年以降，
（財）音楽文化創造が生涯音楽学習指導員を養成し
ており，現時点では1500名を超える音楽指導員が
全国で活動している。音楽学習指導員による地域ネッ
トワークは全国的に見てもほぼ県単位で組織されて
おり，富山県においても「生涯音楽学習指導員研究
会ネットワーク富山」が設置されている。例え高齢
者入所施設の入所者であっても，必要とした時には
学習を行えるように，専門家のサポートを得るなど
して環境を整備することも大切であるだろう。
アンケート調査での66％という高い回答率や，
多くのの前向きな意見は，音楽活動への高い期待が
感じられた。しかしその高い期待に，音楽領域の専
門的や研究は，どの程度応えられているのだろうか。
高齢者を対象にした研究は，主に音楽療法の分野が
活発であるが，実際の現場においては音楽療法も，
その他の音楽活動も，大きな意味での音楽として捉
えられていることが多い。そもそも，どこからどこ
までが音楽療法の分野になりうるのかという定義事
態も，意見の分かれるところであると思うが，高齢
者を対象にした音楽療法以外の研究も，もっと盛ん
に行われるべきであると言えるだろう。
高齢社会を迎えた日本における音楽の普及を考え
たときに，高齢者の存在を無視することはできない。
施設職員やボランティア，一部の音楽専門家に任せ
るのではなく，現場と社会が一体になって，共によ
りよい音楽環境について思案していく姿勢を示すこ
とが大切なのではないだろうか。
今回のアンケート調査や施設見学の実施から共通
して見られたことは，入所者が音楽を楽しんで受け
入れていたということだ。身体機能の低下や終末期
独特の孤独感，自宅ではない入所施設という場での
生活など，入所者を取り巻く環境は決して満たされ
たものであるとはいえないだろう。しかし，そのよ
うな環境の中にある高齢者を，少しでもサポートで
きる力が音楽にあるのならば，それだけで，音楽を
取り入れる十分な意義になりうるのではないだろう
か。音楽の持つ療法的な効果やその科学的な有効性
の実証を抜きにしたとしても，高齢者入所施設では
音楽が必要なものとして求められているのではない
かということを強く感じることができた。
今後の課題として，今回は調査の対象にしなかっ
た軽費老人ホーム（Ｂ型）や，介護療養型医療施設
における音楽活動に範囲を広げ，さらに入所者個人の
意見についても調査を進めていきたいと考えている。
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注
（※1）このサービス内容は，20人までのグループ
を対象にしたもので，音楽療法士の資格所得者を含
む二人一組のスタッフが派遣される。プログラムは
一回45分間で料金は21000円，体操，呼吸法の後
に，歌唱や楽器演奏活動を行い，12曲程度の曲数
を取り扱うという。このサービスの開始は，平成
20年10月3日の日経MJなど，さまざまなメディア
で取り上げられた。
（2009年10月15日受付）
（2009年12月22日受理）
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資料，アンケート回答
音楽活動を導入していると記述のあった回答の紹介。なるべく回答の原文に近くなるように考慮している
が，簡略化してまとめたり，施設が特定できるような記述を省略した回答もある。匿名扱いのため，順番に
規則性は無い。また，施設からの回答の無かった欄は空欄になっている。
音楽療法士※ きっかけや目的 活動内容 コメント
1 職員の音楽療法への興味 BGM，音楽鑑賞，歌 認知症で無口な方が，昔の曲を聞き歌われるなど（1曲
全部）したことがあった。
2 CD鑑賞しかできない状況でカラオケもあるが，出来る
入所者が少なくなっている。音楽療法でも効果があるな
らば取り入れたいと思うが，難しいのが現状。
3 季節にちなんだ合唱・合奏
（ハンドベル・鈴・タンバリ
ン）
活動中，徘徊の多い方がイスに座っておられたり，帰宅
願望の強い方が音楽に集中され楽しく過ごされている。
翌日以降でも穏やかな気持ちで歌を口ずさんでおられる
こともあり，音楽は心に安らぎを与えてくれることを感
じています。
4 快適な生活，心のリハビリ，
健康な身体を維持するため
カラオケ，えんげ体操の一環
としてのうた，音楽鑑賞（童
謡・演歌・ひばりちゃん）ゲー
ムや絵を描く時のBGM
音楽鑑賞などでは認知症の方が穏やかになられます。音
楽療法士はいませんが，日常的に音のある世界は自然で
す。カラオケ等，利用者が参加できるもの，聞くこと，
音を出すことも色々したい。
5 音楽療法を取り入れたいとい
う職員がいたので。
主に歌唱活動，合奏，手遊び，
リズム打ち，（1）季節の歌
（2）なじみの曲 （3）合奏
or手遊び（4）なじみの曲
（5）おわりの歌（夕やけ小や
け）（1）と（2）の間に季節に
関する話題を皆様と話します。
成果：入所されて間もない頃は言葉がはっきり聞き取れ
なかった方も歌唱活動を通してADLやQDLの向上が
見られた。
今後：失言の方の会話能力の会得，認知症の方のQOL，
ADLの向上（昼夜逆転の解消）精神の安定
6 ADL，QOL低下防止のため 童謡やなつメロを歌う。 皆さんと一緒に歌った歌を日頃から口ずさまれるように
なられ，生活の活性化につながった。
7 外へ出てまわりの季節を感じ
たり，ビデオやカラオケ，入
浴の場面など，歌をうたうきっ
かけは日常に溢れている。家
庭的な雰囲気を大切にしたい
と思い，BGMは流していな
い。
音楽療法としての意識づけよりも，一連のケアとしての
コミュニケーションの手段として行っているように思う。
現在はプログラム化したりグループでの導入は行ってい
ない。個々の関わりの中で，自然な流れの中で歌を活用
している。言葉でのコミュニケーションが困難な方でも，
歌を口ずさむことが出来る方は少なくない。一緒に歌う
ことで時間・感情を共有し，何らかの通じるものを感じ
ることは多い
8 コミュニケーションの手法の
一環として
若いときの歌を一緒に歌っていると，いきいきしてくる。
自分の青春時代の話をしてくれる。
9 舞踏・カラオケ・詩吟・童謡など，クラブ活動で音楽療
法に近いものは実施している。参加者は楽しんでおられ，
生きがいの一つになっている人も多い
10 楽しみ，介護予防 カラオケ，体操，歌声クラブ
（講師が三味線で伴奏）
11 開設時より，穏やか気分へ BGM，カラオケ会，音楽を
聴きながらの体操
・ 入居者同士の交流・ ADLの維持
12 歌により利用者の表情が生き
生きとするから
カラオケ，合唱（童謡，唱歌，
ナツメロ等…）
利用者の表情が豊かになり，情緒も安定する。その日を
楽しみにする方もおられるが，活動内のみに限られ，日
常生活全体までの効果は得られていない。
13 ボランティアの方が実施され
ますので，内容はそのたびに
かわります。
14 20余年と年数が経過してい
るために，何がきっかけかは
不明
音楽クラブ（童謡などの高齢
者も歌え，知っている歌）カ
ラオケクラブ（昔の歌謡曲な
ど多い）BGM（ラジオ体操
の前後，歩こう会（15分程
度），昼食開始5分間程度）
・入居者の参加は2クラブともまったく自由・高齢者
のため，童謡などを楽しんでいるようだ。
・心身への影響はわからないが，気分転換になり，その
日一日快適にすごしている。
15 入居者の自主的な活動 ・カラオケクラブ・館内BGM
（USEN）を流している。
・カラオケクラブ・ 館内BGM（USEN）を流している。
16 楽しい雰囲気，明るい施設作
りのため，
BGMや音楽鑑賞会（毎日）
カラオケ（週 3～4日）楽器
演奏（年1～2回）
認知症の進行を遅らせる効果があるのではないかと思い，
積極的に実施。
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17 歌を歌うことで認知症予防に
もなり，気分も明るくなり，
皆で楽しめるので。
カラオケイベント（外部から
のカラオケショーetc）
表情が明るくなり，友達をつくり良いきっかけとなって
いる。声を出すことによってストレス発散及び脳の活性
化につながっている。音楽を聴くことで，心の癒しにも
なっている。
18 アクティブ活動として，カラ
オケや昔の童謡を歌ったりし
ている。日中はBGMで季節
感を出している。療法として
はやっていない。
重度受け入れなので成果はねらっていないが，懐かしい
メロディーが自然に耳に入り，落ち着いて下さるかな，
といったところでしょうか。
19 音楽療法とは言えないが，開
設時より有線でBGMは流し
ている。
BGM，カラオケ 特になし
20 居室でのとじこもりが多くな
るために，音楽療法を作成い
たしました
カラオケ ①入居者同士のコミュニケーションが良くなった。②昔
のことを思い出され脳の活性化には良いとおもわれます。
怒っておられても，音楽で笑顔になられる方が多くおら
れます
21 クラブ活動の一つとして実施 月 2回，ボランティアによ
り音楽活動（楽器，スズ・鳴
子）音楽鑑賞（懐かしのメロ
ディー）日々の活動で夕食前，
四季の歌をうたう。
活動を通じて四季の季節感を味わい，口腔体操（食事前
の実施），発声，発語の効果に繋がると信じて行ってい
ます。
22 音楽に関心があり，ピアノ演
奏ができる職員がいたので，
最初は音楽会という形で行っ
ていました。職員の移動にと
もない，現在ではカラオケの
み行っています。
カラオケ（希望した利用者が
自分で選曲し，歌う）
変化の少ない施設生活の中で，利用者の楽しみのひとつ
として，喜んでもらえていると思います。
23 施設内に少しでも明るさをと
いうことで，音楽を流すよう
になった。
BGM，うたの会，カラオケ
など，
今まで無口だった方が，音楽活動を通して歌を口ずさむ
ようになったりして，コミュニケーションが多くとれる
ようになった。
24 ・BGMは流している。・唱歌なども歌っている。・し
かし音楽療法という意識はなく，音楽を利用したリハビ
リ，生活の一部という感じである。
25 福祉雑誌・知人の紹介 歌を歌ったり，手拍子。楽器
演奏，カラオケ
・利用者の方が生き生きとされて，楽しく過ごしておら
れる。・カラオケは毎週行っています，利用者の方が自
主的にしておられる。・今後は，音楽療法士を採用して
充実したレク活動を行って行きたい！！
26 大正琴の慰問 大正琴やピアノによる合唱等
（発声練習も兼ねる）
表情が明るくなった。
27 知人による紹介のボランティ
アによる活動。カラオケ，歌
クラブは介護職員が実施。
（歌好きの方が喜んでくがさ
るので）
季節，行事に合わせた内容で
行っている。カラオケ月 1
回，歌クラブ月 1回，音楽
療法月 1回，音楽リズム月1
回
音楽にあわせて歌を歌うだけでなく、手をたたいたり、
手話を交えて体を動かしたりと、リハビリの効果や心の
ケアになっていると考えられる。
28○ 音楽療法士の先生よりお話が
あったため
合唱，楽器演奏 個人差もありますが，笑顔がみられることも多く，効果
は見られていると思います。
29 ボランティアの来苑 季節の草花を見てうたったり，
手をたたいたりしてリズムを
とる。
表情が明るくなった。活動の時だけでも，いい笑顔がみ
られ心が豊かになる。
30 リハビリ，レクリエーション
として導入
BGM→ナツメロ，民謡，音
楽鑑賞，カラオケ，楽器演奏
目標を立て計画的に実施していく必要があると思ってい
ます。
31 歌を口ずさんでいる利用者が
多いが，お互い難聴であった
りして輪がひろがりにくいこ
とから。
日中，入浴時はBGM。
歌いながら回想をしたり，体
操をしたりしている。オリジ
ナルの歌集を使用。
認知症の方は気分によってプログラムへの関わり方は違
うが，聞いているだけでもその時間は行動も表情も穏や
かであるように思う。プログラムもマンネリ化してきて
いるが，利用者は毎回新鮮な感想を述べて下さり，感謝
している。
32 歩行訓練，ゆとり体操を行う
ため
BGM 施設入所者，職員の気分転換が図られる。
歩行訓練を行う利用者が少なくなっている。
33 体操時やゲーム，ちょっとし
た時間に音楽を常に活用して
いる。
BGM，カラオケ
（日曜日以外，毎日）
声を出すことで体の活性化
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34 音楽療法について学校で学ん
できた職員がいて，出来る時
に音楽活動を取り入れたいと
思ったから。
音楽療法的プログラム（日付
確認，最近の世相→発声練習，
ドレミの歌にあわせて体操→
今日の歌（事前に司会者と音
楽（音響）係は決めてある）
を歌う→楽器演奏，時間があ
ればもう1曲，ちがう歌をう
たう。→軽い体操，深呼吸を
して終了。全30分程
・昔なつかしい曲には皆さん声を出していたり，うなづ
き，涙，笑いがみられる。
・その歌によっては，それにまつわる昔話もきくように
しているので，コミュニケーションがはかれる。
35 "入所者の生活が豊かなもの
になればよいと考え，音楽が
有効的であると思ったから。
BGMや音楽鑑賞，カラオケ
など。
ミュージックケアを実践している方にセッションを依頼
したころがあり，入所者の活動的な様子を見ることがで
きた。音楽療法士等の専門職の介入があればと思うが，
金銭的な問題もあり，導入を検討している。
36 （BGM）音楽があった方が気
持ちが落ち着くのではないか
と思うから。
アップテンポの時は気分の向上があり，おちついた音楽
の時は気持ちを落ち着かせることが出来る。
37 音楽活動を行っている先生と
当施設の相談員が知り合いだっ
た為，外部講師として問う施
設でリズム体操を行う。
歌，楽器，手遊び，歌に合わ
せて手足の運動
38 グループケアをしているので，
そこそこで音楽を聴いている。
・テープを流して，一緒に歌っ
たりする。・カラオケや踊り
の会を招待してみんなでみる。
・日頃あまりしゃべられない入所者でも歌詞を上手に歌
う。・とてもうれしそうな表情になる。
39 有線カラオケ BGMカラオケ（毎週）
40○ 音楽は，生活をする上で潤い
を出すにも欠かせないもので
あるから。
・カラオケクラブ・BGMは，
食事時などにかけています。
・昔歌っておられた歌をうたうと，その時代のことを思
い出され，話がひろがったり，なつかしく思われたりし
て，とても良い効果があります。・音楽はリラックス効
果があり良いです。
41○ 職員のしつ研修の後に導入し
た。
（音楽療法士によるプログラ
ム）・集合までBGM・導入，
「富士の山」歌唱・体操，「ド
ンパン節」でウォ－ミングアッ
プ，・展開，季節の曲から徐
所にテンポのよい曲へと・活
性化，楽器を使用し，身体を
動かす。・クールダウン，穏
やかな曲を歌唱，鑑賞・終
結，毎回同じ曲を歌唱し，終
了
メロディを耳にすることで，普段見ることができない表
情をされたり，鈴やスカーフを手に持ったり，道具をメ
ロディに合わせて使うことで笑顔を見ることができまし
た。
42○ 前施設長や，隣接している
（高齢者入所）施設の前施設
長が，音楽療法に関心を持ち，
自らも取り組んでいたので
季節や行事に合わせて楽器を
使用したり，歌（民よう，童
謡など多彩に）
認知症や重い障害の方が，声を出して歌ったり，打楽
器をたたいたり，回想録的に，又は季節感を満喫してお
られる。過去に胃ろうがはずれて，経口摂取になった方
もいた。（音楽療法士の取り組み努力あと）
43 声を出して歌う楽しさを味わっ
ていただく
・童謡，昔の歌謡曲等をみん
なで歌う。・楽器演奏（ハンド
ベル）
・協調性が出てきた。・他の行事の時にも，みんなで歌
を歌い，楽しんでおられます
44 入居者の方に楽しい時間を過
ごしてもらう為
童謡を歌う。歌に合わせての
体操
特になし
45 ラジオやテレビ，CDなどを
かけている。自然な流れの中
で取り入れています。特にきっ
かけといえるものはないです。
・ラジオ，ビデオ，CD，テ
レビ・ボランティアのコーラ
スグループに来て頂いた事も
あります。
とても喜んでおられ，笑顔が自然にみられ成果があると
思われます。今後も継続していきたいと思います。
46 行事のひとつとして 職員のキーボード演奏によっ
て思いでも歌，懐かしい歌を
うたう。
歌を通して思い出話で入居者の会話がはずむようになる。
ボランティアの参加を求めて。充実したもに，意図的な
活動に発展できればよいと思っている
47 カラオケ大会・ボランティア
の訪問，有線放送などによる
BGMは開所時から行ってい
る。
BGM（毎日）カラオケ大会
（月1回）
問題行動の減少
48 （施設の）開設以降，音楽療法
のエビデンスを信じたから
・ミュージックケア（宮本啓
子先生のを参考に）・石川音
楽療法研究会でおしえてもらっ
たこと・リトミック，カラオ
ケ，合奏もいろいろ
認知症ケアにとても役立つと思っている。今後も，むし
ろ取り入れて，週に1回はやりたい。音楽療法士はい
ないが，職員が力を合わせて利用者と楽しめたらいいと
思っている。
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49 生活リズム，日課をととのえ
る導入のサインなど・リズミ
カルな音楽をBGMとして気
分を高める・レクリエーショ
ン活動におけるうたの会とし
て
BGM（ウォーキング，体操
など）レクリエーション活動
（うたの会，カラオケ，音楽
鑑賞など）体操でうたに合わ
せた指導方法
・口ずさんでウォーキングへの参加が定着される方や，
BGMにより，居室から自発的な参加が促せた・活気の
無いフロア体操がうたに合わせた体操をすすめるなかで，
活気がでてきている。・認知症，失語症など疾患により，
会話が少ない方でもうたの会では発声を促せているなど，
色々です。
50 ・ボランティアによる楽器演
奏・カラオケデッキの購入
・カラオケ
・ボランティアによる演奏会，
又は歌等
・精神的に安定され，問題行動の減少・あまり話されな
い利用者が，マアを持つと大きい声で歌い出された。
51○ 月に 1回音楽療法士の指導
のもと，音楽療法を行い，そ
れに伴って，日常生活の中に
BGMや毎日の歌，音楽を使っ
た体操などを取り入れていく
ようになった。
音楽鑑賞，発声，合唱，楽奏，
上下肢運動，回想，コミュニ
ケーション
①いきいきとした表情が見られる。②発語・発声の促
しが出来た。③えん下機能の改善④上下肢運動による
リハビリ効果 ⑤おだやかな情緒の安定，など
52 利用者の楽しみの一つとして
導入しました。
ハンドベル演奏→文化祭で発
表カラオケ（音楽に合わせて
体操）美空ひばりや昔の歌等
のビデオ鑑賞
職員も知らない歌を利用者から教わり，一緒に唄って，
一緒に楽しめます。利用者の皆さんの意欲を引き出す一
手段となっています。
53 自然に 合唱， 合奏， カラオケ，
BGM
好きな方は進んで歌ったりされる。
54 クラブ活動の一つとして実施 週に1回，カラオケ
55 特に音楽療法は取り入れていません。ボランティアの方々
の演奏や，唄を聞いたり，一緒に唄ったり，BGMを流
したり。職員と唄ったりしています。懐かしい唄やお好
きな歌など。
56 ナツメロ，童謡などで心を癒
す回想法を行っています。み
なさん，昔うたった同様が好
きなので行っています。
キーボード，ギターなどの伴
奏により，入居者に打楽器を
もってもらい，リズムに合わ
せて楽しんでもらっています。
大太鼓，トーンチャイム，マ
ラカス，タンバリン，ウッド
ブロック，ギロを使い入居者
と職員が合奏する。大正琴サー
クル発表，年度の大きな行事
毎。
・意識，生活レベルの向上。生きがいにつながっていま
す。・カラオケ設備OK・音楽療法士は不在だが，楽器
の演奏可能な施設長指導のもと，職員とジョイントして
いる。
57 入居者の方々が自発的にサー
クルを建ち上げ，活動されて
います。
唱歌，流行歌などコーラス。
（月2回）
介護予防教室などから要請があり，人前で披露する事も
あります。
58 ・生活にメリハリ・ナツメロ
等に親しんで頂く事で周囲の
方々とのコミュニケーション
の機会の増加
・食事時間中の BGM・1日
30分程のピアノ鑑賞会（週4
回）・歌の会（外部講師，月
1回）・カラオケクラブ（月
1回）
年間行事の中にもコーラル，吹奏楽，大正琴等，メニュー
を取り入れていく予定。
59 ・歌うことが好きな入所者が
多く，余暇活動の一つとして
行ってみた。・喫茶の雰囲気
作りとして，BGMを流して
みた。
BGM→喫茶時（週2回）コー
ラス→CDに合わせて歌う
（月2回）コーラス→ボラン
ティアさんのピアノ伴奏に合
わせて歌う（月1回）
・様々な活動のなかで，音楽活動は，入所者の方々が自
主的に取り組みやすく人気があります・コーラスでは歌
う曲目を事前にお知らせしており，歌詞カードを持って
いるか調べてもらうという作業も同時に行って頂いてい
ます。
60 毎週金曜カラオケ，1ヶ月に
1度童謡を歌う会
大きな声で歌うことにより，皆さん生き生きとして，元
気でおられます。
61 利用者がカラオケ好きだから カラオケ大会，歌・おどりの
鑑賞など
特になし
62 認知症の予防のため BGM（毎日）カラオケ（週3
回）音楽クラブ，ハーモニカ
の来所による演奏会（月1回）
63 入所者からの要望があり，地
域のボランティアさんに協力
してもらって実施している。
・コーラス・カラオケ サークル活動を励みにしておられ，発表の機会を設ける
と，とても生き生きと参加されるようになった。
64○ 開設当初より，音楽療法士
（資格制になる以前より）に
よるセッションを導入してい
る。
療法士と担当職員のミーティ
ングにより決定，歌，楽器演
奏，etc
何よりも利用者の笑顔を引き出すことができる。
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65 集団リハビリの一環として ・10名程の入所者とスタッ
フ2～3人・昔の童謡（金太
郎，夕焼け小焼け，肩たたき
等）・1曲につき，2～3回繰
り返す
・日頃，話をされない方が「音楽クラブ」では楽しそう
にうたわれる。・笑顔が多くみられるようになった。
・大声を出す等の問題行動が少なくなった方がいた。
・発話，声量の増加
66○ アコーディオン，三味線，キー
ボード等の演奏で歌をうたっ
たり，身体を動かしたりする。
普段，感情が表情に出にくい方も，自然に笑顔になられ
たり，歌をうたったりされる。機能低下した上体肢を無
意識に動かす様子が見られる。※胃ろう増設者，重度利
用者等，ベット上ですごす事が多い方にはラジオやCD，
音楽や情報を流し，聞いていただいている。
67○ 施設の隣に音楽療法士の先生
がいらっしゃったので，ボラ
ンティアに来ていただいたこ
とからはじめました。
体を使った動き→静かな歌→
その季節に合わせた歌→利用
者の皆さんの好きな歌→スキ
ンシップして終る。
認知症の方でも，その時間は，落ち着いて楽しんで歌を
うたっておられ，不穏になること少ない。
68○ 福祉雑誌知人の紹介 歌をうたったり，手拍子楽器
演奏カラオケ
・利用者の方が生き生きとされ，楽しく過ごしている。
・カラオケは毎週行っています。利用者の方が自主的に
しておられる。・今後は（外部からではなく）音楽療法
士を採用して，充実したれク活動を行っていきたい。
69 カラオケ 失語症の人で，会話を聞き取ることは困難だが（単語が
不明瞭），歌をうたわれると，単語がはっきりする。笑
顔も違う。
70 先代会長の趣味と，利用者さ
んへの実益（リラクゼーショ
ン）により，BGMを流すよ
うになったと聞いています。
又，毎月の誕生日回や年間を
通しての行事の中に，ボラン
ティアの方々をお呼びして音
楽を導入して頂いています。
BGM・クラシックCD・音楽
健康法 CD（やる気のでる音
楽，創造力を高める音楽，ス
トレス解消の音楽）ボランティ
アによる音楽活動・民謡や踊
り（三味線）・ギターと唄（艶
歌etc）・フラダンス・コーラ
スグループ，オペラ歌手・ブ
ラスバンドや琴
普段は皆さん思い思いに個室，又はリビングでテレビを
見たりして，くつろいでおられますが，催し物になると
普段の顔と違って活気が見られます。皆で歌をうたった
り，手をたたいたり，足をならしたり，口ずさんだり等
で，脳の活性化と，認知症予防やケアーに役立っている
と思いますので，今後も音楽に関係するこ事は継続して
取り入れていきたい。
71○ 音楽療法士協会発足に伴い，
導入した。
楽器演奏，利用者との合奏。
週3回程度。
利用者は音楽療法を楽しみにしており，音楽療法士との
会話からリフレッシュした時間を過ごしている。
72 リラクゼーション目的 BGM 成果：特別な成果はありません。しかし，BGMがない
と活気がなく，利用者の間のコミュニケーションが減少
するかもしれません。
73○ H12年，音楽療法士による研
修に参加し，当施設での出張
を依頼。以来，小グループに
よる，関わりを大切にした音
楽療法を実施。
①はじまりの歌（馴染みの時
間）②参加者紹介（安心，交
流，集中）③歌唱（発声，季
節感，個別性）④楽器（リズ
ムプレイ，コミュニケーショ
ン促進）⑥体感（活性化，発
散，リラクゼーション）⑦歌
唱（一体感，共有，気分開放）
⑧話題提示（コミュニケーショ
ン，集中，社会性）⑨終りの
歌（次回への意欲促進）
・精神的満足，心身の発散・自発性の喚起（情動の変化，
思考，発話，歌唱，運動等）・不安の減少，精神安定・
集団活動への参加，協調・活動の持久性，離床，日昼の
覚醒
74○ 高齢者のリハビリの 1つと
して，毎週 1回音楽療法士
による音楽療法の時間を設け
た。
BGMや音楽鑑賞，合唱，楽
器演奏，ピアノ伴奏に合わせ
て唄をうたう等
日頃実践している音楽活動の成果を発表する機会を，1
年に1度設けている。『大勢の人前で演ずる』という機
会から遠ざかっている人が大半であり，1年に1回の発
表に真剣に取り組む姿が見られ，その事が日常生活の活
性化にまで効果は見られていると思われる。
75 研修に参加したり，他施設で
の取り組みを聞いて
・音楽教室（ボランティアの
先生が楽器演奏，利用者と職
員が唄う）・音楽体操（音楽
に合わせて体操，踊り）・フ
ルート演奏を聞く
・落ち着かない利用者が集中して参加できる。・利用者，
職員も楽しく参加できる。・食前の音楽は，食事時間を
認識できる。
76 通所リハビリは毎日カラオケをしているが，入所は今
（担当職員が）休暇中のためおやすみ中です。（担当職員
が）いる時は週に2度，対象者を集めて取り組んでいま
す。
※音楽療法士の欄については，施設に音楽療法士がいる，または，外部からの出張を依頼していると回答した施設に○をつけた。しか
し，その頻度や回数は不明であるので，正式なデーターとは言えないが，参考のために記述した。
